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 マイクロLEDディスプレイは, 無機LEDをベースにした次世代ディスプレイとして注目されています. ブラックマ

トリックスは, 隣接する画素間のクロストークを低減することによってコントラストを改善するためにディスプレイに

広く使用されています. 本研究では, マイクロLEDディスプレイにおいて, ブラックマトリックスが形成されるが, そ

の原料の有効性を検討しるためにチタンブラックとカーボンブラックを石英ガラス基板上にコーティングし製作した

フィルムの透過率を測定し比較検討した.  

  
キーワード：μLEDディスプレイ, 透過率, ブラックマトリクス, チタンブラック, カーボンブラック 

 

 

１．はじめに 

マイクロ LED ディスプレイは, 無機 LED をベー

スにした次世代ディスプレイとして注目されてい

ます. 技術的な問題は, 50μm より小さい LED の

小型化, その集積化などである. ブラックマトリ

ックスは, 隣接する画素間のクロストークを低減

することによってコントラストを改善するために

ディスプレイに広く使用されている.  

本研究では, マイクロ LED ディスプレイにおい

て, ブラックマトリックスが形成されるが, その

原料の有効性を検討しるためにチタンブラックと

カーボンブラックを石英ガラス基板上にコーティ

ングし製作したフィルムの透過率を測定し比較検

討した. 

 

２．実験方法 

 PGMEA にチタンブラックを分散させた. その有

効性を検証するために分散液を石英ガラス基板上

に二段階モードを有するスピンコーティング法を

用いてコーティングした. 最初に500rpm-5秒, 次

に 2000rpm-30 秒. 得られたフィルムを 70℃の乾

燥オーブンで 10 分間乾燥させた. カーボンブラ

ックに対して, 同様の方法でフィルムを製作した.  

 日立 U-2800 分光光度計を用いて、石英ガラス基

板上にコーティングしたチタンブラックフィルム, 

カーボンブラックフィルムの光透過率スペクトル

を室温で測定した.  

 チタンブラック溶液を CyEPL = 7：3 の比でシア

ノエチルプルラン（CyEPL）と混合した.  240×300

μm の長方形のサイズを有する青色 LED の 3×3 ア

レイを接着した 1mm ピッチのプリント回路基板に

ブラックマトリクスを形成する. LED 間の開口部

に, チタンブラックの CyEPL 溶液を塗布した.  

 

３．実験結果 

図1に示すように, チタンブラックフィルムは,

典型的には, 全ての測定された波長範囲において

遮光特徴を示す. カーボンブラックフィルムは, 

全ての測定された波長範囲において遮光特徴を示

さない.  

図 3 に示すように、隣接する LED 間のクロスト

ークが抑制されており、CyEPL ソリューションがブ

ラックマトリックスとして機能することが示され

た。 



 

図 1. チタンブラックフィルムとカーボンブラッ

クフィルムの透過率 

 

図 2. チタンブラックフィルムとカーボンブラッ

クフィルム 

 

図 3. (a)2mA, (b)1mA, (c)0.1mA の順方向電流を

印加した 3×3アレイの裸の青色 LEDの発光パター

ン.  (d)2mA, （e）1mA, および（f）0.1mA の順方

向電流を印加したブラックマトリクスに埋め込ま

れた青色 LED の同様のデータセット.  

0

20

40

60

80

100

200 400 600 800 1000

チタンブラックフィルム
カーボンブラックフィルム

T
ra

n
s
m

it
ta

n
c
e

 [
%

]

Wavelength [nm]


